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区民意見聴取の手法（案） 

 
設計者選定プロセスにおける「区民参加」の手法のひとつとして、２次審査に係る技術提案を公表し、区民意
見を聴取する手法に関し、下記に方針を記します。 
 
 
１．意見の提出対象者 

意見を提出できる対象者は、基本構想（素案）パブリックコメント募集時と同じ下記を対象とする。 
（１）区内在住・在勤・在学者 
（２）区内に事務所や事業所を有する個人・法人・団体 
（３）その他「世田谷区本庁舎等整備」に利害関係を有する個人・団体 

 
提出の際は下記を記載事項の記載を求める 
（１）住所（在勤者は勤務地、在学者は学校の所在地） 
（２）氏名（法人・団体の場合は、名称・代表者名・所在地） 

 
 
２．意見聴取の方法 

展示会場（区役所）において用紙を用意し、その場で回収する。（回収ボックス等） 
A) ５者（仮）の課題テーマごと及び全般に評価（４種類）を提示し、チェックをつけていただき集計 
B) 課題テーマごと及び全般の欄を準備し、自由意見を記載してもらう。 
C) Ａ）＋Ｂ）とする。  
 

■評価の種類（案） ※ 課題テーマごと＋全般の自由記載 
・非常に共感できる ・共感できる ・やや共感できる ・共感できない  の４段階 

「どの案がよいか」という聞き方はしない。   
 
 
３．実施スケジュール（案） 

平成 29 年 8 月 21 日～９月 3 日 提案書展示及び区民意見聴取 （２週間は展示）  
平成 29 年９月 7 日まで        区民意見聴取結果集計（集計１週間）    
平成 29 年９月 8 日  審査委員へ集計結果送付 （少なくとも公開プレゼン１週間前） 
平成 29 年９月１８日     公開プレゼンテーション、ヒアリング 
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世田谷区本庁舎等整備設計者選定における応募案へのご意見（案） 

◆選択式評価 （該当するボックスにチェックをしてください） 
テーマ 評価 Ａ者 Ｂ者 Ｃ者 Ｄ者 Ｅ者 

テーマ１ 
 ○○○について 

非常に共感できる □ □ □ □ □ 
共感できる □ □ □ □ □ 
やや共感できる □ □ □ □ □ 
共感できない □ □ □ □ □ 

テーマ２ 
 ○○○について 

非常に共感できる □ □ □ □ □ 
共感できる □ □ □ □ □ 
やや共感できる □ □ □ □ □ 
共感できない □ □ □ □ □ 

テーマ３ 
 ○○○について 

非常に共感できる □ □ □ □ □ 
共感できる □ □ □ □ □ 
やや共感できる □ □ □ □ □ 
共感できない □ □ □ □ □ 

テーマ４ 
 ○○○について 

非常に共感できる □ □ □ □ □ 
共感できる □ □ □ □ □ 
やや共感できる □ □ □ □ □ 
共感できない □ □ □ □ □ 

◆自由意見 （ご意見等のある案については、ご記入ください。） 

   
  
  
  
  
  
  
  
  

※ご意見ありがとうございました。頂きましたご意見は集計の上、参考資料として審査委員会に提出いたします。 


